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いよいよ卒業の時を迎えます

明日３月８日、第７７回の卒業証書授与式を行います。
これをもって、卒業生１３５名はたくさんの思い出がつまった福

島中学校を巣立っていきます。
思えばこの３年間は、新型コロナの影響を強く受け、学校は大き

く変化せざるを得ませんでした。密になることを避けるため、人が
たくさん集まる行事を中止したり、飛沫感染を防ぐため、歌ったり
声を出したりする活動を制限したりと、これまで当たり前にやって
きたことができない状況となり、そのまっただ中で入学式を迎えま
した。その後、徐々に制限が緩和され、３年生になった４月に５類
へ移行したことに伴い、ほぼすべての制限が解除されました。これ

自体は喜ばしいことなのですが、これまで先輩から後輩に引き継い
できた福島中学校の伝統が途切れた状況でしたので、行事ひとつや

るにしても３年生は「どのようにリーダーシップをとればいいの
か」とても戸惑ったのではないかと思います。
そのような中で成功させた体育大会、文化発表会、生徒総会など

は、ある意味これまでの福島中の歴史の中でもとりわけ価値がある
ものではないかと思います。
卒業生には、今後自らの人生を切り拓いていく力が求められます。

中学校の経験を生かして、卒業生の皆さんが幸せな人生を送ること
を強く願います。ご卒業、おめでとうございます！

職業講話を行いました

２月２９日（木）に１年生で職業講話を行いました。本年度は
１年生の保護者を中心に様々な職業の方に来ていただき、生徒を
１６のグループに分けてお話をお聞きました。来ていただいた方
の職業の内訳としては、ケアマネージャー、美容、いちご農家、
教師、清掃業、保険業、農業資材、看護師、理容師、建設業、消
防士、介護用品、習字教室、飲食業、お茶農家、といった皆さん
です。各グループ８名前後に分かれて、生徒が考えたたくさんの
質問に答える形で進めていきました。講師の皆さんの熱い話に生
徒も聞きいっていました。
社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能力や態度を育て

る「キャリア教育」として、これから自分の進路を考える上で大

変参考になったことと思います。また、「地域学校協働活動」と
して、日頃接点のない保護者の皆さんと生徒たちとのつながりが
できたことも、大きな意義があったのではないかと思います。

入学式後の学活

１年時のクラスマッチ

２年時の修学旅行



当面の日程

3/8 金 卒業証書授与式 3/21 木 大掃除

3/13 水 ２年クラスマッチ 3/22 金 １、２年修了式

3/14 木 １年クラスマッチ 4/8 月 始業式

3/15 金 公立高校合格発表 4/9 火 入学式

3/20 水 春分の日 4/20 土 PTA総会

１月に、正門と東門付近に「最徐行」の看板を設置しました。
本校は敷地が狭いため、生徒が通る道と自動車が通る道が分離
されていません。校内に車両がスピードを落とさず入って来た
場合、危険な状況になるおそれがあります。また、正門から目
の前の八女筑後バイパスに出る際にも、歩道通行者との接触の
危険性があります。保護者の皆様方も、本校に車両を乗り入れ
る際には、生徒等が安全に通行できるよう最徐行で通行してい
ただきますようお願いいたします。（ちなみに自動車学校では

時速１０キロ以下を「徐行」と教えているそうです。）

「最徐行」の看板を設置しました

次年度以降の部活動体制について補足します

１、２年生の保護者の皆様には、２月８日付け文書にて次年度以降の部活動体制についてお知
らせしました。重複する部分もありますが、文書で伝えきれなかった部分について補足説明をさ
せていただきます。
まず、平日の部活動については、次のようになります。

・ 夏季（４月～文化発表会）は９０分間×週４回（ただし後期開始～文化発表会は日没時間が
早まるので６０分間）

・ 冬季（文化発表会～３月）は６０分間×週３回（現在実施中）

活動時間を固定化するのは、年間通じて部活動の運営をより計画的に行っていくためです。こ
のことにより、今のところ夏季は１８時頃、冬季は１６時４０分頃に部活終了となる予定です。

従来より冬季の活動時間が増えるので、冬場に力をつけて春を迎えることが期待されます。保護
者の皆様の中には、「最近早く帰ってくるけど、部活はちゃんとやってるの？」と感じている方
もいると思います。これは、教育課程を見直し１、２年生を週３回５時間授業で運営できるよう
にしたことが要因ですので、早く下校していても部活動時間は増えています（これまで冬季の部
活動は、６時間授業後日没までのごく短時間でした）。明るいうちに下校させることができるの
で、安全面においてもメリットがあります。
土日の部活動については、これまでどおり原則として１日以上を休養日とします。なお、休日

の部活動については、八女市教育委員会が令和８年度から地域クラブへ移行するという方針を示
していますので、今後具体的な動きがあればお知らせします。
最後に、特設部（常設部以外の部）については、これまで一部の競技について、対応可能な範
囲で設置及び引率を認めてきました。しかし、地域クラブから直接中体連大会に出場できるよう
に規約改正が行われたため、次年度から新規の設置、登録及び引率はいたしません（現１、２年
生で特設部での出場実績がある生徒を除く）ので、ご理解の程お願いいたします。
校外での活動も多様化してきています。子ども達をとりまく、スポーツ・文化環境について、

総合的に社会全体で再構築していく必要があると考えています。


